
中
国
の
文
豪
魯
迅
の
最
後
の
主
治
医
須
藤
五
百
三
に
つ
い
て
、
演

者
が
そ
の
生
涯
を
明
ら
か
に
し
、
先
に
論
文
と
し
て
発
表
し
た
（
「
福

井
県
立
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第
一
○
号
）
。

し
か
し
本
学
会
で
は
ま
だ
報
告
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
須
藤
の

故
郷
岡
山
県
で
本
学
会
が
開
催
さ
れ
る
機
会
に
、
論
文
発
表
後
に
行

っ
た
現
地
調
査
の
結
果
を
含
め
て
報
告
し
、
批
判
を
仰
ぎ
た
い
。

須
藤
五
百
三
は
明
治
九
年
六
月
十
八
日
岡
山
県
下
原
村
（
現
川
上

郡
成
羽
町
下
原
）
に
出
生
、
地
元
で
初
等
教
育
を
受
け
た
後
、
第
三

高
等
中
学
校
医
学
部
（
現
岡
山
大
学
医
学
部
の
前
身
）
に
入
学
し
、

明
治
三
十
年
同
校
を
卒
業
し
た
。
そ
の
後
陸
軍
の
軍
医
と
な
り
、
北

清
事
変
に
も
従
軍
、
日
韓
併
合
後
は
現
役
軍
医
の
身
分
の
ま
ま
朝
鮮

へ
派
遣
さ
れ
、
明
治
四
十
五
年
六
月
か
ら
総
督
府
立
黄
海
道
慈
恵
医

院
の
院
長
と
し
て
勤
務
し
た
。

須
藤
五
百
三

ｌ
魯
迅
最
後
の
主
治
医
Ｉ

泉
彪
之
助

大
正
七
年
須
藤
五
百
三
は
二
等
軍
医
正
の
地
位
で
陸
軍
を
退
官

し
、
弟
祐
七
が
貿
易
商
を
営
ん
で
い
た
上
海
に
行
き
、
そ
こ
で
開
業

し
た
。
魯
迅
を
診
察
し
た
頃
は
、
須
藤
医
院
は
上
海
市
虹
口
区
密
勒

（
ミ
ナ
）
路
一
○
八
号
に
あ
っ
た
が
、
最
初
か
ら
こ
の
位
置
で
あ
っ

た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
こ
の
場
所
は
、
一
昨
年
報
告
し
た
坪
井
芳

治
医
師
が
勤
務
し
た
篠
崎
医
院
か
ら
は
二
ブ
ロ
ッ
ク
ぼ
ど
離
れ
て
い

る
。
一
九
八
六
年
現
在
、
須
藤
医
院
の
建
物
は
住
宅
に
な
っ
て
い

た
。

魯
迅
は
、
一
九
二
七
年
広
州
か
ら
上
海
に
来
、
死
去
に
至
る
ま
で

九
年
間
上
海
に
住
ん
だ
。
上
海
在
住
を
機
会
に
許
広
平
夫
人
と
結
婚

し
、
一
九
二
九
年
令
息
周
海
嬰
が
生
ま
れ
た
た
め
、
医
療
を
要
す
る

機
会
は
多
く
な
っ
た
。
魯
迅
は
、
日
本
人
居
住
者
の
多
い
虹
口
区
に

住
み
、
以
前
日
本
で
医
学
を
学
ん
だ
た
め
も
あ
っ
て
日
本
人
医
師
を

主
治
医
と
し
た
。
須
藤
医
師
に
受
診
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
他

の
医
師
に
は
か
か
ら
ず
、
一
家
の
健
康
を
須
藤
医
師
に
委
ね
た
形
に

な
っ
た
。

一
九
三
六
年
初
頭
か
ら
魯
迅
は
持
病
の
肺
結
核
が
悪
化
し
、
須
藤

医
師
の
治
療
を
受
け
て
い
た
が
、
経
過
が
思
わ
し
く
な
か
っ
た
た

め
、
周
囲
の
人
々
の
す
す
め
で
ア
メ
リ
カ
人
医
師
ト
ー
マ
ス
。
Ｂ
・
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ダ
ン
の
診
察
を
受
け
た
こ
と
は
す
で
に
報
告
し
た
通
り
で
あ
る
。
し

か
し
魯
迅
は
ダ
ン
医
師
の
診
療
を
希
望
せ
ず
、
死
去
に
至
る
ま
で
須

藤
医
師
の
治
療
を
受
け
た
。

一
九
三
六
年
十
月
十
八
日
午
前
三
時
頃
、
魯
迅
は
自
然
気
胸
を
併

発
し
、
呼
吸
困
難
を
来
た
し
、
強
心
剤
の
投
与
、
酸
素
吸
入
な
ど
の

手
当
を
受
け
た
が
効
果
が
な
く
、
翌
十
九
日
早
朝
魯
迅
は
死
去
し

た
。
魯
迅
の
絶
筆
は
、
内
山
書
店
主
内
山
完
造
に
あ
て
て
、
喘
息
様

症
状
が
起
っ
た
た
め
須
藤
医
師
へ
の
連
絡
を
依
頼
し
た
も
の
で
あ

る
。

魯
迅
の
死
去
後
須
藤
五
百
三
は
、
魯
迅
の
病
状
に
つ
い
て
の
文
章

を
新
聞
『
上
海
日
報
』
（
日
本
語
）
お
よ
び
中
国
誌
『
作
家
』
（
中
国

語
）
に
発
表
し
、
後
者
は
魯
迅
逝
去
一
年
後
に
公
刊
さ
れ
た
『
魯
迅

先
生
紀
念
集
』
に
再
掲
さ
れ
た
。
『
作
家
』
の
文
章
は
、
「
上
海
日

報
』
の
文
章
の
翻
訳
か
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
『
上
海
日
報
』
の
該

当
号
を
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
正
確
に
は
不
明
で
あ
る
。

そ
の
後
も
須
藤
五
百
三
は
上
海
で
診
療
を
続
け
て
、
戦
後
、
昭
和

二
十
一
年
に
日
本
に
引
き
揚
げ
た
。
故
郷
成
羽
町
の
生
家
で
開
業
し

て
町
民
の
信
頼
を
集
め
た
が
、
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
六
日
八
十
三

歳
の
高
齢
で
死
去
、
同
町
龍
泉
寺
に
葬
ら
れ
た
。

須
藤
五
百
三
の
夫
人
は
花
枝
と
い
う
名
で
、
二
人
の
間
に
は
長
男

武
一
郎
が
生
ま
れ
た
。
武
一
郎
は
早
稲
田
大
学
卒
業
後
フ
ラ
ン
ス
に

留
学
し
た
文
章
家
で
、
『
魯
迅
日
記
』
に
は
、
武
一
郎
が
上
海
を
訪

れ
た
際
に
魯
迅
を
見
舞
っ
た
記
事
が
あ
る
。

魯
迅
は
作
品
『
死
」
の
中
で
須
藤
五
百
三
に
つ
い
て
、
「
呼
吸
器

病
の
専
門
家
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
医
学
を
学
ん
だ
先
輩
で
あ
り
、

気
が
お
け
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

須
藤
医
師
か
ら
診
療
を
受
け
た
人
々
は
す
べ
て
、
須
藤
医
師
を
高

く
評
価
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
信
頼
は
魯
迅
が
も
っ
た
そ
れ
と

共
通
の
も
の
で
あ
り
、
須
藤
五
百
三
が
優
れ
た
医
師
で
あ
っ
た
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。（

福
井
県
立
短
期
大
学
第
一
看
護
学
科
）
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